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学校
概要

創立 55 周年 学校長 犬塚　真

年度 ）

学
校
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育
目
標

「人やものに豊かにかかわり、ともに未来を創る子」
○互いを尊重しながら伝え合い、学びをつなげて物事を深く考える子どもを育てます。（知）
○自分を見つめ自分の良さに気づき、他者を思いやり、共によりよく生きる子どもを育てます。（徳）
○自他の生命と体を大切にし、自ら健やかな体をつくる子どもを育てます。（体）
○自分らしい夢や目標を持ち、地域や社会のために自分ができることを考え行動し続ける子どもを育てます。（公）
○自他の違いを受け止めながらコミュニケーションを図り、共に分かり合おうとする子どもを育てます。（開）

個別支援学級： 2

児童生徒数： 774 人 主な関係校： 汐見台中学校・森中学校・浜小学校・山王台小学校・屏風浦小学校・森東小学校

副校長 中西　建介 2 学期制 一般学級： 24

中
期
取
組
目
標

○子どもと教師が豊かにつながり、分かる楽しさ、学ぶ喜び、触れ合う楽しさ、できた満足感、やり遂げた充実感いっぱ
いの学校づくりを目指します。
・学び合う喜びを実感できる授業づくりを推進し、意欲的に学び続ける力を育てます。（知）
・子ども同士が豊かにかかわり合う機会を多く設け、相手を思いやり互いに分かり合う心を育てます。（徳）
・建て替えに伴う準備等を計画的に行い子どもの安心安全を確保すると共に、体を動かす楽しさや心地よさを味わうこ
とができる活動を通して、健康な心身をつく
　るための生活習慣を形成します。（体）
・地域の魅力を発見したり、地域とのつながりについて学んだりする機会を通して、自分から地域とつながりを持とうと

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

中 小中一貫教育推進ブロックにおける
「９年間で育てる子ども像」と具体的取組ブロック

＜コミュニケーション能力＞

汐見台中学校
森中学校
浜小学校
山王台小学校
屏風浦小学校
森東小学校

自他の心を大切にし、主体的に考え行動する森・汐見台の子ど
もたち

「コミュニケーション能力の育成」をブロック授業研のテーマとして設定し、各教科
領域においてテーマを意識した授業を展開する。小中合同授業研究会でお互い
の授業を見合い、協議会でその手立てについてやコミュニケーション能力の育成
を教育活動の中心に据えて各校が教育活動を展開してきたことが子どもの具体
の姿としてどのように表れているのかを話し合うことで教育活動を検証していく。

豊かな心
①道徳、人権や特別支援教育などの研修を生かしながら、年間を通して他者理解につながる取組を
行い、児童のコミュニケーション能力の育成や相互理解を深めていくようにする。②横浜子ども会議で
の取り組みを全校に広めながら、自分から「挨拶」することの大切さを実感できるようにする。担当 A徳部会

重点取組分野 具体的取組

生きてはたらく知
①学校教育目標の実現をめざし、自分も他者も認め合い、学び合いながら自分の考えを深められる
子どもを育成できるよう校内授業研究に取り組む。②横浜市学力状況調査の結果を分析し,具体的取
組を明確にしたり指導改善したりしながら学力向上につなげる。担当 C知部会

公共心と社会参
画

①持続可能な地域学習を行うことを通して、児童が地域に関心をもって地域のためにできることを考
え実行したり、見守ってくださっていることに感謝の気持ちをもったりする中で「地域と関わろうとする
力・良さを発見する力」の育成を行う。②新学習指導要領に基づく評価、保護者への発信を行う。担当 D公部会

健やかな体
①保健体育科の授業において、めあてと振り返りを大切に活動できるようにする。②グループによる
活動を行い、児童が相互に学び合うことができるよう、友達と関わりながら一緒に体を動かす楽しさや
よさを感じ、自らの健康につなげられるようにする。担当 B体部会

a13
c6

担当

未来を開く志
①子ども達が自他の違いを受け止めながら、お互いの存在を認め合い、共に生きる仲間としての心
情をもつ。②福祉教育や人権教育と関連させながら年間を通してたてわりで遊ぶ活動を行い、お互い
の存在を認め合えるようにする。担当 E開部会

a15
c8

担当

a14
c7

担当

人材育成・
組織運営

（働き方改革）

①職員一人ひとりの専門性を発揮できる場の確保、重点研におけるミニ研修、マイスター研修、メン
ター研修など校内研修の充実を図り学校教育目標をチーム汐見台で達成できるよう努める。児童の
実態や学校の様子について話し合い、自ら課題を見つけ解決する場を設けながら学校運営が行える
ようにする。

担当 主幹

いじめへの対応
①いじめ防止対策委員会をはじめ、職員間の児童理解を深めることでいじめの未然防止や早期発見
に努める。いじめが疑われた場合には、チームで迅速かつ的確な対応を行う。②子どもの社会的スキ
ル横浜プログラムを活用して人との関わり方のスキルやコミュニケーション能力を高める取組を行う。担当 いじめ防止対策委員会


